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76 長期人工呼吸療法中、人工呼吸様の保守管理で生じた問題点

人工呼吸 :9巻2号
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渡辺敏

長期人工呼吸療法中の人工呼吸様は、その安全性、
信頼性を維持するために日常及ひ定期的な保守点検

が必要であるが、今回、裁々はその保守点検のため
に別な同一機種との交換を試みたところ、適正な換
気が得られないなど患者に彫響を及ぼす症例を経験

したので報告する。

1.症例
①58才(男性)の筋萎縮性側索硬化症患者は、
平・成3年3月から人工呼吸器を使用している。平成
4年1月、人工呼吸恭を交換したところ、交換直後
から自発呼吸する際にパルス状に連続して空気が送

り込まれ、呼吸が乱れる場合があるとの訴えがあっ
た。換気条件を調節するも結局あうことはなく、今
まで使用してきた人工呼吸様の保守点検終了を待っ

て、再度交換する。
②昭和57年5月から人工呼吸器を使用している
53才(男性)の運動ニューロン病愈者は、最近で
は、平成2年8月、平成3年5月、平成4年4月に
人工呼吸器を交換しているが、平成4年4月の交換
時において、交換から約l時間後、空気の入り方が
遣うと呼吸苦の訴えがあった。換気条件を再調整す
るも呼吸苦を取り除.くことはできず、すぐに別な同

一機種に変換するが、本人の希望で今まで問題なく
使用してきた機器の保守点検後、再度交換する。

これらのことは、同じ機種で同じ換気条件にも関
わらず起こっており、機器告によって遣いや変化があ

るかどうか検討した。

2.検討方法、結果
人工呼吸器の呼吸回路の愈者接続部とモデル肺の
間にタイメータ一社製キヤリプレーションアナライ
ザ-RT-200を接続し、患者接続部における1
回換気量、 P'Flow、回路内圧及びI/E比を
測定すると同時に回路内圧、吸気流速波形を熱ぺン
式記録器に記録した。
症例②で使用した各機器の澗定結果を表1に示す。
Iは保守点検前の人工呼吸器告で影響がなかった機様、
E 、皿は保守点検後の人工呼吸器で影響を及ぼした
機器普になっている。各機器号を比較すると僅かづつで
はあるが各測定結果に差が出ていることが分かる。
又、回路内圧・吸気流速波形を測定した結果は、吸
気時に変化がある機器もあった。
これらの差や変化は同一条件でのものであり、実
際に愈考に装着する場合には、設定誤差なども考慮

しなければならず、これらはより大きな差や変化と

なり、影響を及ぼす結果になっていると考えられる。

3.考察
今回、同じ機種においてもそれぞれの機器により
差や変化があることが分かり、愚者に影響を及ぼす

原因の一つになっていると考えられた。しかし、長
期間に及び人工呼吸器を使用している患者は、長期

になるほど使用している機器そのものに慣れてしま

うため、影響を及ぼす最大の原因は、患者自身の精
神的、身体的な人工呼吸様への慣れによるところが

大きいように思われた。そのため、同じ機種での交
換においても影響を及ぼす結果になれば、愚者は先
入観を持つようになり、人工呼吸器告を交換すること

に不安を持つようになる。しかし、人工呼吸器の安
全性、信頼性を維持するならば、人工呼吸農を交換

して定期的な保守点検を実施することは必要不可欠
であり、人工呼吸器の安全性、信頼性を維持するは

ずの保守管理が必ずしも患者のQOLの向上に結び
付かないことになる。
このことから、長期人工呼吸療法における人工呼

吸器の保守管理では、同じ機器を保守点検後に再度
使用できるような保守管理体制にすると同時に患者

に保守点検の重要性を十分に説明し同意を得る、患

者との信頼関係を確立するなど日頃からその対応を
考えておくことが重要と考える。

4.結語
以上、長期人工呼吸療法における保守管理の問題

点として、同じ機種における差や変化を調べ、それ
ぞれの差や変化が愈者に影響を及ぼす原因の一つで
あることが分かった。しかし、最大の原因は、患者

自身の精神的、身体的な慣れによるところが大きい
ように考えられるため、今後は患者のQOLの向上
も考慮した保守管理体制にしていかなくてはならな

いと考える。

表1 測定結果

1回換気量 P'FLOW 回路内圧 I1E比
(L) (LI血in) (cmH20) 

0.46 44 13.5 1:2.9 

E 0.42 45 10.6 1:2.8 

皿 0.43 48 11.5 1:3.5 


